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労
働
組
合
が

�

注
目
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ

福
岡
中
央
統
一
メ
ー
デ

ー
実
行
委
員
会
は
、
５
月

１
日
、
福
岡
市
警
固
公
園

で
第
９６
回
メ
ー
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
の
メ

ー
デ
ー
は
、「
働
く
も
の

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を

守
り
、
一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
の
実

現
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

福
岡
地
区
の
労
働
者
が
決

起
し
ま
し
た
。

三
苫
哲
也
実
行
委
員
長

は
、「
労
働
組
合
が
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
の
命
さ
え

も
危
な
い
よ
う
な
賃
金
、

労
働
条
件
。
こ
う
い
う
状

況
の
中
に
あ
っ
て
労
働
組

合
が
本
当
に
今
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。」
と
訴
え
ま

し
た
。

メ
ー
デ
ー
宣
言
で
は
、

「
昨
年
の
２４
春
闘
は
２７
年

ぶ
り
に
組
合
員
ひ
と
り
１

万
１
６
３
円
（
３
・
４９
％
）

の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
２５
春
闘

で
は
多
く
の
労
働
組
合
が

ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が

り
生
活
で
き
る
賃
金
を
求

労
働
組
合
が

�

注
目
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ

め
て
交
渉
を
続
け
て
い
ま

す
。
職
場
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
労
働
組
合

だ
け
で
す
。
最
低
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
の
実
現
の

た
め
に
、
様
々
な
団
体
と

連
携
し
て
奮
闘
し
よ
う
」

と
宣
言
し
採
択
さ
れ
ま
し

た
。メ

ー
デ
ー
会
場
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
福
岡

医
療
団
労
組
、
福
祉
保
育

労
、
福
岡
地
区
国
公
な
ど

が
出
し
、
今
年
も
引
き
続

き
「
仲
間
の
働
き
方
ク
イ

ズ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
４
団
体

か
ら
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

プ
ラ
カ
ー
ド
が
出
展
さ
れ

た
ほ
か
、
ア
ピ
ー
ル
も
あ

り
会
場
は
ひ
と
き
わ
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
全
団

体
で
天
神
周
辺
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

約
５
０
０
人
で
し
た
。

（
編
集
委
員　

松
尾
）

全
司
法
福
岡
支
部

今
回
の
メ
ー
デ
ー
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
も
う
少

し
出
店
な
ど
が
あ
っ
た
ら

み
ん
な
が
も
っ
と
楽
し
め

る
メ
ー
デ
ー
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
も
っ
と
メ
ー
デ

ー
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

劇
団
風
の
子
九
州
労
組

年
々
、
仕
事
が
忙
し
く

福
岡
医
療
団
労
組

今
年
は
、
宣
伝
カ
ー
に

付
け
る
横
断
幕
を
新
入
職

員
と
作
り
ま
し
た
。
デ
モ

行
進
で
は
、
こ
の
横
断
幕

を
つ
け
た
車
で
行
進
し
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
い
メ

ー
デ
ー
に
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
た

メ
ー
デ
ー
に
参
加
す
る
の

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
般
の
方
も
も
っ
と

メ
ー
デ
ー
を
知
っ
て
も
ら

っ
て
気
軽
に
参
加
で
き
る

メ
ー
デ
ー
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

最低賃金の大幅引き上げ実現のために最低賃金の大幅引き上げ実現のために
第９６回福岡県中央統一メーデー第９６回福岡県中央統一メーデー

↑警固公園に結集するメーデー参加者たち

↑各団体がメーデーに参加 ↑にぎわうイベントブース

↓オリジナルフラッグを作成してデモに参加 ↓天神駅を出発するデモ行進
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「
イ
ン
フ
レ
不
況
、
改
憲

政
治
か
ら
出
口
戦
略
―
新

し
い
平
和
・
福
祉
国
家
へ
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

グ
ラ
フ
で
表
し
、
実
質
賃

金
が
下
が
り
食
料
品
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
物
価
が

高
騰
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
イ
ン
フ
レ
危
機
に
陥

り
貧
困
と
格
差
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
デ
ー
タ
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

関
野
教
授
は
、
経
済
低

迷
の
出
口
戦
略
と
し
て
憲

法
９
条
と
２５
条
の
「
平
和

福
祉
国
家
」
へ
の
政
策
を

進
め
る
こ
と
で
内
需
主
導

型
経
済
へ
の
転
換
が
重
要

で
あ
る
と
説
明
し
ま
し

た
。
日
本
の
社
会
保
障
は

ド
イ
ツ
と
比
べ
て
１７
兆
円

少
な
く
、
福
祉
国
家
財
源

を
確
保
す
る
た
め

に
大
企
業
・
富
裕

層
金
融
資
産
の
９

０
５
兆
円
に
課
税

し
、
３０
兆
円
規
模

の
「
税
の
集
め
方

と
使
い
方
」
を
変

え
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
大

企
業
・
富
裕
層
優

遇
税
制
の
是
正

４
月
２０
日
に
築
城
基
地

そ
ば
の
新
田
原
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
「
平
和
と
い
の
ち

を
み
つ
め
る
福
岡
大
集

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
ぱ
ら
つ
く
天
候
に
も

関
わ
ら
ず
、
九
州
各
県
よ

り
１
３
０
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
高
校
生
平

和
大
使
よ
り
核
兵
器
廃
絶

の
取
り
組
み
の
報
告
や
博

多
湾
・
福
岡
空
港
・
北
九

州
空
港
の
軍
事
利
用
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告

が
あ
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
が

築
城
基
地
、
芦
屋
基
地
、

福
岡
空
港
に
飛
来
し
、
北

九
州
空
港
は
滑
走
路
の
延

長
で
軍
用
機
の
使
用
が
可

能
に
な
る
実
態
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
佐

賀
空
港
に
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
、
熊
本
は
日
米
合
同

演
習
の
強
化
、
宮
崎
は
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
配
備
な
ど

九
州
全
体
を
米
軍
の
前
線

基
地
と
し
て
、
着
実
に
強

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
会
の
最
後
に
、
軍
事

力
で
は
な
く
平
和
国
家
路

線
に
よ
る
外
交
努
力
で
、

戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
決

意
と
平
和
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た

め
に
声
を
あ
げ
、
行
動
し

ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

集
会
後
に
は
デ
モ
行
進

が
行
わ
れ
、
築
城
基
地
の

米
軍
基
地
化
反
対
、
佐
賀

空
港
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

反
対
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員　

松
尾
）

福
岡
九
条
の
会

は
、
５
月
３
日
の

憲
法
記
念
日
に
早

良
区
市
民
セ
ン
タ

ー
で
憲
法
施
行
記

念
福
岡
県
民
集
会

を
開
催
し
ま
し

た
。
第
１
部
で
は

九
州
交
響
楽
団
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る

５
重
奏
が
行
わ

れ
、
会
場
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
で
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、

下
関
市
立
大
学
経

済
学
部
の
関
野
秀

明
教
授
に
よ
る

国
民
救
援
会
は
、
死
刑

が
執
行
さ
れ
た
飯
塚
事
件

の
全
国
集
会
と
実
証
調
査

を
４
月
５
日
、
６
日
に
飯

塚
市
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

及
び
事
件
現
場
の
八
丁
峠

で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
１
９
９

２
年
飯
塚
市
で
発
生
し

た
、
小
学
生
２
名
が
誘
拐

さ
れ
、
殺
害
さ
れ
た
事
件

で
す
。
逮
捕
さ
れ
た
Ａ
氏

の
死
刑
は
執
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
証
拠
の
信
用
が
乏

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
冤
罪
の
疑
い
が
持
ち

上
が
り
、
現
在
も
再
審
請

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
市
民
の
会

　

２
０
２
５
年
度
総
会

５
月
２４
日
（
土
）
１４
：

００
～　

チ
ク
モ
ク
ビ
ル

○
許
す
な
！
労
基
法
解
体

　

学
習
シ
リ
ー
ズ

５
月
２９
日
（
木
）
１８
：

００
～
２０
：
３０

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会

○
２５
春
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

平
等
推
進
交
流
集
会

５
月
３０
日
（
金
）
１７
：

００
～　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

○
県
春
闘
経
験
交
流
集
会

６
月
２１
日
（
土
）

〈平
和
と
い
の
ち
を
み
つ
め
る
福
岡
大
集
会
﹀

九
州
の
軍
事
化
を
許
さ
な
い

〈国
民
救
援
会
・
飯
塚
事
件
全
国
調
査
集
会
﹀

国
家
権
力
の
捏
造
や
弾
圧
は
許
さ
れ
な
い

求
や
民
間
調
査
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
福
岡
高
裁

は
検
察
庁
に
対
し
て
証
拠

開
示
の
勧
告
を
出
し
て
い

ま
す
が
、
検

察
は
必
要
な

い
と
し
て
勧

告
に
応
じ
て

い
ま
せ
ん
。

飯
塚
事
件

は
、
西
日
本

新
聞
が
特
集

記
事
を
組

み
、
国
家
が

無
実
の
人
の

命
を
奪
っ
た

の
で
は
な
い

か
と
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
件
は
記
録
映

画
「
正
義
の
行
方
」
と
し

て
上
映
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
６
月
６
日
か
ら
６
月

８
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
、

ゆ
ふ
い
ん
文
化
・
記
録
映

画
祭
で
も
上
映
さ
れ
ま

す
。（
上
映
日
程
は
主
催

者
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。）

国
民
救
援
会
は
、
国
家

権
力
が
捏
造
し
た
事
件
や

活
動
家
が
弾
圧
さ
れ
る
事

件
の
救
済
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
近
年
で
も
警
察
が

職
務
質
問
し
、
車
両
の
中

の
あ
ら
捜
し
を
し
て
、
工

具
な
ど
の
所
持
に
対
し
て

活
動
家
を
逮
捕
す
る
事
件

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
福

岡
地
区
労
連
は
、
こ
れ
か

ら
も
国
民
救
援
会
と
活
動

を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

（
編
集
委
員　

内
田
）

（
証
券
優
遇
税
制
廃
止
、

法
人
減
税
中
止
な
ど
）
で

年
間
３３
・
３
兆
円
の
税
収

が
確
立
で
き
、
緊
急
に
必

要
な
社
会
保
障
（
消
費
税

率
５
％
引
下
げ
、
年
金
月

労働者が目指すべきは平和福祉国家
〈 ５．３憲法施行記念福岡県民集会〉

５
，０
０
０
円
引
上
げ
、

国
保
料
平
均
４
割
引
下

げ
、
診
療
報
酬
引
上
げ
、

保
育
、
介
護
賃
金
引
上
げ

２
・
５
万
円
な
ど
）
の
予

算
３１
・
６
兆
円
が
捻
出
で

き
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

外
需
主
導
の
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
市
場
依
存
経
済
は

軍
事
大
国
化
を
誘
発
し
ま

す
。
国
民
は
「
改
憲
―
外

需
主
導
―
軍
拡
循
環
」
政

治
を
志
向
す
る
の
か
、「
護

憲
―
内
需
主
導
―
福
祉
充

実
循
環
」
経
済
を
選
ぶ
の

か
大
き
な
岐
路
の
時
代
に

入
っ
て
い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員　

内
田
）

新田原グラウンドで報告する福岡県平和委員会代表理事
・弁護士の井下顕氏

第２部での下関市立大学経済部の関野秀明教授の講演

第１部での演奏会

全国集会参加者による八丁峠で衣服やランドセルが
捨てられていた現場を確認
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